
〔寄生虫学雑誌第30巻第５号417-427頁，1981,10〕

､功/’)ﾉﾉﾉ０Ｍﾉﾉγｊ川川c川Ｍ〃zJurachno，

1973（大卵裂頭条虫）の発育実験

２．数種の海水性僥脚類に対する感染実験

初鹿了＊前島条士十加茂甫↑

（昭和56年６月23日受領）

Keywords：DiP/Uﾉ"o6oZﾉｶl伽'L〃zacγoouaZ"腕，copepodintermediatehost，ＡｃａｒＺｉａ

ｃｍ"si，intracopepoddevelopmentofprocercoid，Diphyllobothriidae，

Cestoda

緒言

Jurachno（1973)は，ベーリング海に生息するコクク

ジラ（ESCAγｉｃＭ"Sgi66oS"s）の小腸から得た裂頭条虫

を新種Ｄ"ﾉMZo6oZhri",,ｚｍａＣγooUaZ"'〃と命名して

報告した．これよりさき，加茂ら（1971）は，日本近海

捕鯨の北海道網走基地と宮城県鮎川基地に，それぞれ水

揚げされたコイワシクジラ（Ｂａｍｅ"OPre,今ααC"/oγosZ‐

γα/α）の小腸から１種の裂頭条虫を見出した．この条虫

の種類については，日本近辺の海産哺乳動物寄生の裂頭

条虫を一定の分類基準で整理する経過において，種々の

裂頭条虫と比較検討した結果，コイワシクジラ寄生種

は，頭節の大きさ・陰茎嚢と貯精裏の相対的な大きさ・

子宮ループの数.および虫卵の大きさ等，多くの形態的

特徴が上記のDiPﾉMZo6oZAγiz”〃zacγoouaZ"''zJura‐

chno，１９７３に一致するとし，この条虫の和名として

｢大卵裂頭条虫」を提唱した（加茂ら，1980)．

著者らは，前報において，このＤ・ｍａｃγooUaZ,"〃の

虫卵胚発育状況と釣球仔の孵化状況等について観察し，

その結果，Ｄ,macroouaZz`,〃の虫卵胚発育および鉤球

仔の孵化に好適な実験的mediumは，人工海水（Ａｑ‐

uamarin）中温度18Ｃであること，鉤球仔は，虫卵培養

開始後８～10日目に孵化・遊出すること，および遊出し

た鉤球仔は，上記のmedium中で４日間生存すること

等を明らかにした（初鹿ら，1981)．

本稿では,Ｄ・macroouat"，〃の鉤球仔による数種の海

水性梼脚類に対する感染実験の成績について報告する．

材料および方法

実験に用いたり.ｍαcγｏｏｕａｍｍの釣球仔は，前報の

如く，網走基地（1969）と鮎川基地（1970）に水揚げさ

れたコイワシクジラ（Ｂａｍｅ"OPZe7aaC"Zo7oSrmZα）の

小腸から採取した虫体の受胎節子宮内卵を人工海水

(Aquamarin）中温度18Ｃで９日間培養して，自然孵化

させたものである．

釣球仔と接触させた海水性僥脚類は，鳥取県の中海に

おいて，白昼ボートの上からプランクトンネットを用い

て，表層から水深約50ｃｍ付近に浮遊するものを採集し

た．また，少数の僥脚類は，同様な方法で広島県尾道市

向島町干汐沖で採集した．採集した僥脚類は，成体・幼

体を含めて約15種類あったが，これらの僥脚類はすべて

Ｄ・macrooUaZ,’''2の鉤球仔と接触させた．接触後，こ

れらの僥脚類について種の同定を試みたが，確実に同定

できたものは８種類である．すなわち，Calanoida（カ

ラヌス目）のＰａｍｃａｚα""ｓｐａｒＵ"ｓ（パラカラヌス科)，

Ｈｅ"`Ｍ”Zom"Ｓ〃Zαγ/"Z`Ｓ（セントロパゲス科)，Ｔｅ‐

"'０γαＺγ"6i"αrａ（テモラ科)，ＡＣαγ"ａＣｍ"Sバアカル

チア科）など４種成体，Cyclopoida（キクロプス目）の

Ｏ/Zho"αＳ/,,ziZis（オイトナ科)，Ｏ"caeα，,Zeai"ａ（オン

ケア科)，Cbrycae"ｓ‘''7"iＳ（コリケウス科）など３種

成体とmeta-nauplius期幼体，およびHarpacticoida

(ハルパクチクス目）の１種成体である．残る約７種類

の僥脚類については同定できなかった．

榛脚類と釣球仔の接触方法については，榛脚類の少量

を小型シャーレ（直径12ｃｍ）内に移して，その中にす

でに孵化・遊出している釣球仔を，榛脚類１個体当り1０
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TablelDataofexperimentalinfectionofmarinecopepodswith
coracidiaofD・ブノzac7oouarZJ7）Z

Ｎｏ．ｏｆindividuals
Ｎｏ．ｏｆｌａｒｖａｅ

ｉｎａｃｏｐｅｐｏｄCopepodspecies
examinedinfection(％）

Calanoida

Hzmcam"zzsPa7UzJs

Esezz`oampto"z2ｲs"zαγi"zJs

Tc"zomZ7w6/"αｔａ

ＡｃαγＺｍｃＺα"si

Cyclopoida

Oirho"αｓｉ”Ｚｉｓ

Ｏ"ｍｅα〃zeai"α

cbrycae"ｓ`Iﾉｶﾞｧ"ｉｓ

Harpacticoida

Harpacticoidasp．

６
４
３
２
１
３

０

０

０

２４(75） １－４

１
８
５

２
１

０
０
０

３ ０

匹の割合で注ぎ込み，白色螢光ランプ(10Ｗ）下に一昼

夜放置した．接触後の僥脚類は，中型ビーカー（0.5J）

内に移し替えて,水温を１８Ｃに保ち，餌として粉末イー

スト（dry-east）の少量を与え，飼育水を３日目毎に新

しい海水と交換しながら，約２週間飼育した．

これら約15種類の僥脚類は，鉤球仔と接触直後から一

定の間隔で，その数個体を取り出して，顕微鏡下で幼虫

侵入の有無について調べ，幼虫侵入を認めた榛脚類につ

いては，体内における幼虫の前擬充尾虫までの発育状況

を観察した．

，．，"αcl-oouaZ""ｚの鉤球仔と親和性を示したＡ・

ｃｍｚＭの成体は，Ｔａｂｌｅｌに示す如く，３２個体中２４個

体（75％）に幼虫の感染が認められ，１個体当りの幼虫

寄生数は１～４匹であった．Ａｃｍ"ｓｉに寄生したり．

"zacγooUazz",ｚの幼虫は，宿主が死滅しない限り，すべ

てが前擬充尾虫にまで発育した．

一方，同定できた７種榛脚類については，観察数の少

ないものもあるが，Ｔｅ"20,ZzZ7W6i7zaZa，Ｏ"caeα，"e‐

αi"α，Ｃｂｍｃａｅ"ｓα伝"isおよびHarpacticoidasp、の

４種類では，その消化管内に鉤球仔を摂取した形跡が認

められなかったが，ｎＪγαＣａｍ""ｓｐａ７Ｕ"s，亜Ｓｃ"cJocziα‐

がo''z'`ｓ''2αγiﾉz"SおよびOiZﾉｈｏ７ｚａｓ”i//Sの３種類にお

いては，釣球仔と接触してから１時間後の観察で，その

消化管内に鉤球仔に特有の鉤が遊離の状態で散在してい

た．

Ａｃｍ"ｓｉに摂取されたり.，"αcγoouaZ",,ｚの幼虫の

発育状況は，各個体によって若干の差異がみられたが，

その概要は以下の如くであった．すなわち，接触直後の

鉤球仔は宿主の消化管内に認められたが（Figs、１，

２，３），２時間後には，すでに繊毛衣を脱いで体腔に

移行していた（Fig.４）．この幼虫は，ほぼ球状を呈し

ており，その直径は約0.07ｍｍであったが，その後A

cZam`szの体腔内で急速な発育を示した．接触３日後の幼

虫は，著しく伸長しており（Fig.５），その計測値は体

部縦径0.18～0.22ｍｍ，同横径0.08～0.09ｍｍであっ

た．４日後のものは,体部縦径0.31ｍｍ,同横径0.14ｍｍ

で，伸縮運動が顕著となり，頭部付近に縦線が出現し，

尾部には球状を呈した尾胞の形成がみられた．尾胞の大

結果

，．〃zacγoozjaZ,"'2の釣球仔と接触させた海水性僥脚

類約15種類のうちで，確実に同定できた８種類は，

Ｔａｂｌｅｌに示した．今回の接触実験で，，.、αcγCCUα‐

〃''ｚの鉤球仔と親和性を示した僥脚類は，Ａｃａ７ｚ/α

cmzJsiの１種のみであった．そのほかの同定できた７

種類および同定できなかった約７種類の僥脚類では，

Ｄ・刀zaC7oouaZz`”の鉤球仔の感染が認められなかっ

た．

榛脚類の生息水中に，．，"αC,-oouaZz`,ﾉzの鉤球仔を混

入して，上方から白色螢光ランプをともすと，僥脚類は

自身の近くを活発に泳いで通過する鉤球仔に気付いて，

機敏な動作で釣球仔を積極的に捕食した．僥脚類は，体

に接近する鉤球仔を口器で巧みに捕えると，すべての脚

を口器側に倒して，前体部を腹側に曲げながら，しばら

く運動を停止して釣球仔を摂取し，その後再び遊泳を開

始した．

（２８）



419

ついては加茂ら（1973）の如くである．ここに報告した

り．，"αCγooTaZI"'〃の釣球仔の僥脚類に対する感染実験

に関しては，これが最初のものである．

従来から生活環の判明している裂頭条虫の第１中間宿

主は，いずれも梼脚類であるため，．，,ZaCroouaZI(,〃に

おいても，第１中間宿主として僥脚類を想定した．ま

た，前報（初鹿ら，1981）の如く，この条虫の虫卵胚は

海水中でしか発育できず，この条虫が海水域生息種と判

定されたので，その釣球仔と接触させる僥脚類は海水性

僥脚類に限定した．

今回の実験結果，，．，"αC,℃ｏｚ１ａｍ"Ｚの鉤球仔に対し

て親和性を示したのは，Ａ、ｃ〃"ｓｉのただ１種のみであ

った．このＡ・ｃｍｚ`ｓｉは暖海水域に生息する種類で，

太平洋，大西洋，地中海西部に広く分布し，日本の沿岸

域にも広く分布している（岡田ら，1969)．

これまでに報告された各種裂頭条虫鉤球仔の榛脚類に

おける感染率は，，．／α、"ＪがCyCZ〃Ｓ６ｒＥＵｉＷ"OK`Ｓ

に対して３．６％，Ｃ・P7aS21zl`Ｓに対して25％（Essex’

1927）；ArCZoai”tol"r`ｓｚ`ＺｏｍｓｌＭの雄に対して100％

(Utkina，1960）；ＣｓＺ７ｅ"zZz`ｓｓＺγe""z`ｓに対して

45％，Ｃｍａ`s〃ｉｓに対して４７％，Ｃｓα`Ｚ旗'・に

対して11％，Ｄ/”Zo"Ｚｚ４Ｓｇ７ａＣｉＺｉＳに対して55％，，．

‘el2Zicoγ"ｉｓに対して70％（Guttowa，1961a）；Ａ'てZ‐

oaiaPro""`ｓｃＪｅ"Zicoγ"/ｓに対して６５％（Guttowa，

1966)，Manson氏裂頭条虫が僥脚類１個体に対して鉤

球仔10匹を接触させた場合，ｑﾉcJQpsルェ”e伽'〃に対

して93％，Ｃ､ＵｉγicJisに対して90％，Ｃ・万"'６７/、Ｓに

対して84％，ＣＺｅｚｍαγ城に対して94％，Ｃ・Ｐｂα〃

γαzz`ｓに対して８７％，Ｃｓｉｇ"ａｍｓに対して５％で，

ＣｓeγＭａｚ"ｓでは寄生を認めていない（ﾉ｣､林，1931)．

また，Ｄ・ａｅＭｒｉｚｉｃ""ｚはCycZ”ｓｓｚｒｃ"z`"ｓの成体に

対して４％，幼体に対して72％，Ｄ”ｔｏ"'2‘ＳｇγαciJiS

に対して９５％，Ｄ・glpciZM/ｅｓに対して１００％，Ｄ・

ｕｌ４Ｚｇａｒｉｓに対して45％（Kuhlow，1953)，８.〃zα"so‐

〃Ｍ九ｓはCyCJ”ＳＺ'eﾉｰ"αZ/Ｓに対して70～80％（Ｍｕ‐

eller,1959）などであり，さらに海産性裂頭条虫につい

ては，Ｄ、９７α"αｉｓおよびＤ、６ａＺａｅ"”ｚｅ７ａｃがＯ肋一

ｏ"α〃α"αに対して７０～８０％（加茂ら，1973）と報告

されている．

，．〃Zac7oouaZ""‘のＡ・ｃｍＺ`ｓｉに対する感染率は７５

％（Tableｌ）であった．この感染率は，上記小林

（1931）のManson氏裂頭条虫における結果よりも低い

が，，．〃、"ｚにおける結果よりも高い傾向にあり，

Kuhlow（1953）による，．‘e"〃iZic""ＬのＱﾉα”ｓ

きさは，長径0.11ｍｍ，短径0.08ｍｍであった．また，

この頃から虫体内部には条虫類に特有の石灰小体が出現

し，その数は10～15コであった（Fig.６）．

６日後の虫体は，顕微鏡下で観察中に宿主体腔から脱

出した．この虫体は，スライドグラス上で，しばらくの

間伸縮運動を続けていた．カバーグラス１枚で加圧した

虫体の計測値は，体部縦径0.26～0.36ｍｍ，同横径０．０８

～0.16ｍｍであった．尾胞は長径００９～0.15ｍｍ，短径

0.04～0.10ｍｍであった．釣は尾胞内に認められた

(Fig.８)．７日後の虫体は，宿主の前体部（cephalo‐

thorax）の第１～第５胸関節の体腔内をほぼ充満するほ

どに成長し，その大きさは体部縦径0.38ｍｍ，同横径

0.14ｍｍで，虫体内部の石灰小体はその形状がより明

瞭となり，同時にその数の増加が認められた．尾胞は直

径0.10ｍｍで，尾胞内部の組織は周辺部に集まって，

中央部は中空の観を呈し，鉤は周辺部の組織中に認めら

れた（Fig.９)．

９日後の虫体は，ほぼ成熟した前擬充尾虫の観を呈

していた．宿主体腔から取り出した虫体は，体部縦径

0.39ｍｍ，同横径018ｍｍで，活発な伸縮運動をしてお

り，尾胞は直径0.10ｍｍであった．虫体内部の石灰小

体の大きさは４～20Jumであった（Fig.１０)．

１０日後の虫体は，最外側のクチクラ層がやや厚くな

り，頭部には漏斗状の陥没部が現われ，石灰小体が50～

60コに増加し，これまで球形を呈していた尾胞が徐々に

変形し始めて，漸次萎縮していった（Fig.１１)．この虫

体は，完熟した前擬充尾虫と思われた．

１１日後に宿主体腔から取り出した前擬充尾虫は，スラ

イドグラス上で活発な伸縮運動を継続中に，尾胞が体部

から雛断して，尾胞の崩解が観察された（Fig.１２)．

考察

各種裂頭条虫の鉤球仔と，その第１中間宿主，榛脚類

との接触実験に関しては，これまでにも数多くの報告が

ある．すなわち，，．〃Z"'7ｚについては，Janickiand

Rosen（l917lEssex（1927)，江口（1926,1964)，

Vogel（1930)，Guttowa(1956,1961a,ｂ，ｃ，1963,

1966)，Utkina（1960)，ＳｐｉγCl"eZ7α’'zα"so"ｏｉａｅｓに

ついてはOkumura（1919)，Mueller（1938,1959)，

Manson氏裂頭条虫については小林（1931)，Ｄ、０６Ｊ‐

｡"gとＺｒ""ｚについてはＴｈｏｍａｓ（1947)，Ｄ、cJe"cZriti‐

α"刀についてはKuhlow（1953)，，．〃oγz1egiα`"２に

ついてはＶｉｋ（1957)，Halvorsen（1966,1967)，

Ｄ妙Zogo"OPorz`ｓｇ７ａＭｉｓおよびＤ、６ａＺａｃ"OPre7-aeに

（２９）
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の検討はしていないが，この実験において，鉤球仔の

感染を認めなかった榛脚類７種（Tableｌ）のうち，

ＨzγαＣａｍ"ｚｚｓｐａ７Ｕ"s，Esezｨ’０`/〃Zo"z"ｓ〃ｚａ７ｉ""ｓおよ

びＯｉＺｈｏ"αＳｉ〃ZiSの３種については，鉤球仔との接触

１時間後の観察において，その消化管内に釣球仔由来の

釣が遊離していた．この現象は，加茂ら（1973）によっ

ても観察されており，Guttowa（196lb）が指摘したよ

うに，鉤球仔が宿主の消化液の作用を受けたものと推測

される．

鉤球仔が僥脚類に摂取されてから，宿主の体腔に出る

までに要する時間については，Ｄ・ＺａＺｚ"〃で５時間（江

口，1926,1964；Essex，1927)，Ｓ・’"α"soMcJesで４

時間（Okumura，1919)，Manson氏裂頭条虫で10～４５

分（小林，1931)，，．ｇγα"伽およびＤ、６αｍｅ"〔砂‐

Zeγαｅで３時間（加茂ら，1973）などと報告されてい

る．，.’"αcγoouaZ"'〃では，Ａ・ｃＺα〃に摂取されて

から２時間後に宿主の体腔への移行を認めたので，，．

〃“''2のそれよりもやや早く，加茂ら（1973）による

Ｄ、９ｍ"αｉｓおよびＤ､６αｍｅ"⑫Zeγαどの結果とほぼ同

じであった．

幼虫に尾胞が形成されるまでに要する日数について

は，Ｄ・ＺａＺｚ`ｍが７日（Essex，1927)，８～12日（Gut‐

towa，1961a,ｂ)，１２～14日（Vogel，1930)，Manson

氏裂頭条虫が７日（小林，1931)，，．’'zα'zsolzoi`ｅＳが

８日（Mueller,1938)，，．‘e"αγ耐c""ｚが８日（Ｋｕ‐

ｈlow，1953)，，．〃oγueg/c"”が８日（Vik，1957)，

，．ｇγα"伽およびＤ・Ｍａｃ"opZeraeが９日（加茂

ら，1973）などと報告されている．，.’，zacγCCUα“"ｚ

では，釣球仔と接触させてから４日後に尾胞の形成が認

められており，上記の各裂頭条虫に比較するとその発育

はかなり早いようである．

接触後10日目の虫体は，クチクラ層が厚くなり，石灰

小体の大きさおよびその数が増加し，また，頭部に漏斗

状の陥没部が出現したので，江口（1964）やGuttowa

(1961a,ｂ）の意見に従って，この時期の虫体を完熟し

た前擬充尾虫と判断した．裂頭条虫が僥脚類で前擬充尾

虫に成熟するまでに要する日数については，従来から橋

脚類の種類によってかなりの差異がみられ，Ｄ、Ｊａｚｚ"〃

が７～８日（Utkina，1960)，１１～１４日（江口，1926,

1964)，１２～１８日（Guttowa，1956,1961a,ｂ，ｃ)，１４日

(Essex，1927)，１６～18日（Vogel，1930)，Ｓ・〃Lα"so‐

，zoicJesが７～10日（Mueller，1959)，Manson氏裂頭

条虫が20～25日(小林，1931)，，．‘e"cJriZ/c"''2が14～

s〃e"…（幼体）に対する結果や，Mueller（1959）に

よるＳ・”α"so"o/伽のＣＵｅｒ"α/ｉｓに対する結果，

および加茂ら（1973）による，．ｇγα"`/ｓと，.〃α‐

e"OPZemeのOiZAo,,α〃α"αに対する結果などとほぼ

同じである．裂頭条虫類の鉤球仔の僥脚類に対する感染

率は，幼体の方が成体よりも高いと報告されているが

(小林，１９３１；Kuhlow,１９５３；Mueller,１９５９；Smyth，

1963)，Ａｃｍｚ`ｓｉでは幼体についての観察はできなか

った．また，Guttowa（1956）は，雌雄の別や幼体と成

体による感染率の差異のほかに，地理的あるいは生態的

条件の差異によって，各地で，.〃z”〃の第１中間宿

主となる僥脚類の種類も異なると述べている．

榛脚類１個体当りの幼虫寄生数については，ＤＪα‐

tz`'〃で１～３匹（Guttowa，1961a，1966)，１～１０匹

(Utkina，1960)，，.，"α"so"ｏｉａｅｓで３～４匹，多いも

ので９～10匹（Muellar，1938)，，．〃oγUegzα`ゾルで１

～４匹（Vik，1957)，Ｄ､９７α"αｉｓおよびＤ､６αｍｅ"o‐

がｅ７ａｅで１～３匹（加茂ら，1973）などと報告されて

おり，，．〃zaCγOOUaZzz"ＺのＡ、Ｃ〃"Ｓｉにおける１～４

匹は，これまでの例と大体同じである．

Halvorsen（1967）によると，，.〃ｏｒＺ）egzα"〃の幼

虫がＣｓzγe"""ｓの腹腔内に寄生する現象は，宿主の

抱養能力（carringcapacity）と幼虫寄生数とが関係す

ると述べられている．Ａ，ｃＺａ川の成体は，Ｆｉｇ．１に

示す如く，前体部の第１～第５胸関節にかけての広い範

囲に体腔がみられるが,この体腔内における，.〃zac7o‐

ｏＵａｍ"ｚの幼虫寄生数は４匹以下であった．

裂頭条虫類幼虫の僥脚類体内における寄生部位につい

ては，Ｄ・ｍｍｍ（Essex，１９２７；江口，1926,1964；

Guttowa，1961a，1963)，Manson氏裂頭条虫（小林，

1931）および，．〃oruegic”〃(Vik，１９５７；Halvorsen，

1967）などがすべて体腔，８．，"α"so"ozes（Mueller，

1938)，，.‘e"αγｉＺｉｃ"'〃(Kuhlow，1953）およびOku‐

ｍｕｒａ（1919）による８．’'2α"so"oiaesが後休部（ab‐

domen)，Ｔγ〃”/'o,WSCγαss,`sが触角，尾肢，胸部お

よび胄域（Miller，1952）などである．，．，"αcroouα‐

t"''2のＡ、ｃ〃"ｓｉ体内における寄生部位は，前述の如

く，前体部の体腔内であって，後体部および付属肢など

には幼虫の寄生を認めなかった．

Guttowa（1966）は，裂頭条虫では前擬充尾虫の組織

内に存在するアミノ酸と，第１中間宿主となる僥脚類の

体腔液中のアミノ酸とが同一系統のものであると述べて

いる．著者らは，幼虫と宿主との生理的な関係について

（３０）
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16日（Kuhlow，1953)，Ｄ、ｇ７ａ"cJisおよび，．〃α‐

e"・が”αＥが９～10日（加茂ら，1973）などと報告され

ている．，．〃zaC7ooUaZﾉ"〃における１０日は，Utkina

(1960)によるＤ・ｍｍｌ"，Mueller（1959）によるＳ，

，"α"so"o/αCs,加茂ら（1973）による，．ｇγα"α/ｓおよ

び，．〃αe"Qpreraeのそれに近似であった．

前擬充尾虫の大きさについては，Guttowa（1961a，

b）が指摘している如く，幼虫寄生数によって異なるが，

，．’"αC7oouaZ""Ｚの前擬充尾虫の計測値を，これまで

の報告例と一応比較してみたい．すなわち，Ｄ・Ｚαな("ｚ

では100～125,,1×50～75/１ｍ（江口，1926,1964)，

550×100/１ｍ（Essex，1927)，450～500/1ｍ（Guttowa，

196lb)，Manson氏裂頭条虫では193×76皿１（小林，

1931)，Ｄ・火"`γＺｒ伽，〃では360×100皿１（Kuhlow，

1953)，，.”orUegicz`"ｚでは最大800×160β、（Vik，

1957)，Ｄ、９７－α"伽およびＤ・Ｍａｅ"OPreγαｅでは138

～180(1ｍ×76～92β、（加茂ら，1973）などである．

，．’"αcγooUam，〃の前擬充尾虫の大きさ390×180βｍ

は，長径についてはGuttowa（196lb)によるＤ・ルー

t""zおよびKuhlow（1953）による，．。e"αγ/"c""ｚ

のそれに近似であった．また，，．〃zacrooUaZ",〃の前

擬充尾虫にみられた石灰小体の数（50～60コ）は，，．

"o（Pgic1"'Ｌの120～200コ（Vik，1953）よりも少ない

が，Ｄ・ｍｍｌ〃の６～22コ（江口，1926,1964)，Man‐

Son氏裂頭条虫の４～13コ（小林，1931)，，．ｇγα‐

"`/ｓおよびＤ・Ｍａｅ"”ｔｅｒａｅの２０～25コ（加茂ら，

1973）よりも多かった．

，．，,JacroouaZ…の発育史については，これまでに

報告例がなく，ここに初めて海水性榛脚類のＡ，ｃｍ１`ｓｉ

が第１中間宿主となることが証明されたことになる．

稿を終るに当り，海水'性僥脚類の同定をしていただい

た熊本大学理学部附属合津臨海実験所の広田礼一郎博士

に対して感謝の意を表します．また，材料採取について

ご便宜を賜った日本捕鯨株式会社鮎川事業所の所員一同

に感謝致します．

本論文の要旨は，第29回日本寄生虫学会西日本支部大

会において発表した．
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: Abstract j

EXPERIMENTAL STUDIES ON THE DEVELOPMENT OF D1PHYLLOBOTHRIUM

MACROOVATUM JURACHNO, 1973 FROM THE MINKE WHALE,

BALAENOPTERA ACUTOROSTRATA

H. EXPERIMENTAL INFECTION OF THE CORACIDIA TO MARINE COPEPODS

Ryo HATSUSHIKA

{Depaj'tment of Parastitology, Kawasaki Medical School, Kurashiki City 701-01, Japan)

Joji MAEJIMA and Hajime KAMO

{Department of Medical Zoology, Tottori University, School of Medicine,

Yonago City 683, Japan)

1. About fifteen species of marine copepods (in which eight species belonging to 3

families of Calanoida, Cyclopoida and Harpacticoida were certainly classified) were exposed to

10 coracidia of Diphyllobothriiun macroovatum per one animal. The infection was established

in only one species, Acartia clausi (Calanoida : Acartiidae).

2. The rate of infection in A. clausi was 75%, and these infected copepods harboured

larvae ranging 1 to 4 per infected copepod. After two hours of being fed, the larvae could

be observed in the body cavity, and fully developed procercoids were observed after 10 days

of infection.

3. About 50 to 60 of calcareous corpuscles were clearly recognized in the body of fully

developed procercoid.

( 33 )
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ExplanationofPlates

AllcrustaceａｎｈｏｓｔｓｈｏｗｉｎｇｉｎＦｉｇｕｒｅｓｉｓｏｆｍａｒｉｎｅｃｏｐｅｐｏｄｓ，ＡＣαﾉﾌﾟﾉａｃｍｚ(sjGies-
brecht(Calanoida：Acartiidae)．ExperimentswereperformedinseawａｔｅｒｏｆＪａｐａｎ
Ｓｅａａｔｌ８ｏＣ・

Ｆｉｇ．１１nfectedlarvae（arrows）inthedigestivecanalofcopepod，immediatelyafter
feeding（Scale＝0.2ｍｍ)．

Figs、２－３ＴｈｅｓａｍｅａｓＦｉｇ、１，infectedlarvae（arrows）inthedigestivecanal，’/２tol
hoursafterfeeding（Scale＝0.05ｍｍ)．

Ｆｉｇ．４ＴｈｅｓａｍｅａｓＦｉｇｓ、２ａｎｄ３，infectedlarvae（arrow）inthebodycavity'２hours
afterfeeding（Scale＝０．０５ｍｍ)．

Ｆｉｇ．５ＦＣｕｒｅlongatedlarvaeinthebodycavity，３daysafterfeeding（Scale＝0.2ｍｍ)．
Ｆｉｇ．６Youngprocercoidinthebodycavity，４daysafterfeeding（Scale＝0.2ｍｍ)．

Ｆｉｇ．７ＴｈｅｓａｍｅａｓＦｉｇ、６，５daysafterfeeding（Scale＝0.1ｍｍ)．

Fig8Youngprocercoidremovedfromthebodycavity，６daysafterfeeding（Scale＝

0.1ｍｍ)．

Fig.９Youngprocercoidinthebodycavity，７daysafterfeeding（Scale＝0.2ｍｍ)．

Fig10Youngprocercoidremovedfromthebodycavity，９daysafterfeeding（Scale＝

0.1ｍｍ)．

Fig.１１Fullydevelopedprocercoidinthebodycavity，l0daysafterfeeding（Scale＝

0.2ｍｍ)．

Ｆｉｇ．１２ＴｈｅｓａｍｅａｓＦｉｇ、１１，fullydevelopedprocercoidremoveｄｆｒｏｍｔｈｅｂｏｄｙｃａｖｉｔｙ，
l1daysafterfeeding（ｎｏpressure，Scale＝0.1ｍｍ)．

（３７）




